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くが,そのス トレスを軽減させようとして何 らかの行動を起 こすことである (笠原,
2003)｡1980年代より,対処行動に関する研究は取 り組まれてきた (例えば,岡,1987;
1988;小畑 ･三洋,1981)｡近年では,平賀 (2004)が慢性疾患患児を対象に,ス トレッ
サ-とコ-ビング方略との組み合わせとの関連が,ス トレス反応に及ぼす影響について
検討 した｡その結果,ス トレッサーの種類とコ-ビング方略の組み合わせによってス ト
レス反応に及ぼす影響が異なることを示唆 している｡ 慢性疾患の子どもの自己効力感に






して扱われているが,病弱児を対象とした事例研究でも取 り上げられている｡ 渡部 ･成
田 (2002)は,病弱養護学校高等部に在籍 しベッドサイ ド学習を続けている進行性筋 ジ











しが必要と主張 している｡ また,中村 (2002)は,先天性心疾患者への病気に対する調
















これら研究の他に,ス トレスや不安などを扱った研究もある｡ 伊藤 ･中橋 (1999)は,
院内学級に通う児童のス トレスの実態と心理的ケアについて,調査研究により検討 した｡
その結果,｢外で遊べない｣ ことにス トレスを感 じている児童が多 く,それに対 し教師




とが明 らかとなった｡また,女子のほうがより強い ｢不安｣と ｢孤独感｣をもち,発達
段階が高いほうが ｢将来-の不安｣｢入院生活不適応感｣をより多 く頂いていることが
明 らかとなった｡そして,入院が長 くなるほど,社会との隔絶感 も強まり,卒業後の職
業選択が身近な問題となる高校段階のほうが ｢将来への不安｣が高まると考察されてい














討 している｡ また,田辺 (2001)は慢性疾患児のセルフケアに関する研究動向について
言及 したなかで,日本の子どものセルフケア研究は緒についてところであると指摘 して
いる｡石川 ･小畑 ･小野 (2002)は,慢性疾患のセルフケア尺度の作成も試みているが,
今後セルフケアに関する領域の発展 も期待されよう｡
2.筋ジス トロフィー児への支援に関する心理学的研究動向
筋 ジス トロフィーを伴 う生徒の余暇活動に関する研究では,生徒自身が楽 しんだり夢
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中になったりしている活動の トップがパソコンを活用 したインターネットやメール交換
であることが報告 (伊藤,2002)されている｡ そのため,筋 ジス トロフィーを対象とし
た事例的な研究などでは,パソコンを用いた研究が取 り組まれてきた｡ しか しながら,
院内学級におけるICT活用状況の現状と課題についてアンケー ト調査で検討 した研究で
は,一部の先進的な学級を除き,大多数の院内学級のICT環境は不充分なままであった




ソーシャルサポー トについて,検討 した研究 もある｡ 鳴海 ･武田 ･原 (1999)は,筋
ジス トロフィーの高校生のソーシャルサポー トについて,病弱養護学校に在籍する高校
生に対 して検討 した｡その結果,筋 ジス トロフィーの高校生は ｢母親｣に対するサポー
ト期待が一番高かった｡ これは一般の中学生,気管支暗息の中学生のサポー ト期待が
｢友達｣が一番に高かった結果とは異なり,筋 ジス トロフィーの特徴的な結果であった｡
そして, 2番目に高かったのが ｢学校の先生｣, 3番目に高かったのが ｢父親｣ という
順になっていた｡母親,父親を含めた家族に対するサポー ト期待が高いのが,筋ジス ト
ロフィーの高校生の特徴と考えられた｡その後,鳴海 ･武田 (2000)は筋ジス トロフィー
の高校生のソーシャルサポー トについて,自由記述 も分析 した結果,実際的サポー トが




きた トラブルを解決 して欲 しいという実際的サポー トの記述数が最 も多いことが明らか
となった｡ソーシャルサポー トについて,筋ジス トロフィーの高校生は特徴的な結果を
示 しており,教育 ･支援に携わる者はこうした求められるサポー ト内容に配慮 しつつ支
援を考えていく必要がある｡
この他に,馬越 ･長尾 (2000;2001) は,進行性筋 ジス トロフィー患者のQOLにつ
いて意識調査と支援に関する検討を行 っている｡ 意識調査では,年齢 とともに今の自分
の満足 しているが,生活全般の評価が下がることなどが明らかとなった｡その後,馬越 ･
長尾 (2001)は一人ひとりに応 じたQOLの維持や向上の実践へと展開 している｡ その
他,進行性筋 ジス トロフィー児を対象としては,高橋 ･柳本 (1999)は進行性筋 ジス ト
ロフィー児の生きる意欲と指導など教育実践の取 り組み,養護教諭を対象とした支援の
実際 (築山 ･星山,2004),母親の心理変容過程 (米須 ･星山,2004)か らも検討がな




病弱養護学校の心身症などの児童生徒の実態調査が行われている｡ 笠 ･武田 ･海津 ･西
牧 (2004)は,｢心身症など行動障害｣の病気分類で在籍 している児童生徒のうち46%
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は,強迫神経性,不安障害,対人恐怖等の神経症,摂食障害,さらにはうつ病や統合失
調症などの重篤なものを含めた精神疾患のいずれかの診断を受けていたと報告 している｡




経験がある児童生徒は69%にのぼる (望 ･武田 ･海津 ･西牧,2004)｡ くわえて,病弱
養護学校が,精神遅滞,自閉症,LD,ADHDなど病弱以外のいろいろな障害の児童生




施 した研究 (山口 ･高野,2005),授業参加を促進するために行動分析学的アプローチ
により介入をした研究 (及川 ･宮崎,2005),心身症の児童 (小学 3年生女子)に対 し





井 ･武田 ･山本 ･横田,2004)｡そして,通学児童生徒の主治医が隣接する病院いない
場合があること,さらにそのことからいろいろな問題が生 じていることが示されている
(中井 ･武田 ･山本 ･横田,2004)｡病弱養護学校に在籍する児童 ･生徒の実態は著 しく
変化をしており,教師に求められる専門性なども多様化 していると考えられる｡
4.病弱児への教育実践に関する心理学的研究動向

























的多く取 り組まれてきた｡筋ジス トロフィー児への支援に関 しては,現在の取 り組みでは,
自己効力感を重要な概念としつつ,パソコンを用いて生活環境を整備 していくことなどが
望まれる｡ ただし,児童 ･生徒の一人ひとり支援のニーズは異なるため,量的な研究で一






ることから,今後は地域における不登校対策の問題とも密接に関係 して くる (西牧 ･笠 ･
武田 ･海津,2004)｡在籍する児童 ･生徒の実態が変化 してることか ら,心理学的な研究
課題 も実態に即 したものへと変化 していく必要があろう｡ したがって,今後は心身症や不
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